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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

高炭素鋼伸線材や圧延材の塑性異方性の発現起源を明らかにするため、伸線方向ま
たは圧延方向の垂直残留応力測定を行った。伸線後の熱処理により生じる圧縮残留
応力の消滅を明らかにした。

実験
Experimental

高炭素鋼伸線材や圧延材の各種温度焼鈍材（最大500℃）に対して、伸線方向また
は圧延方向と回折ベクトルが平行になるようにアレンジした光学系で（110）面間
隔に対応するX線回折ピークの半値幅を測定した。

結果と考察
Results and Discussion

200℃程度の低い温度の焼鈍により残留応力が消滅することが明らかとなった。測
定した試料はフェライトとパーライトを含むラメラ構造を有するが、特にフェライ
ト部の格子面間隔が塑性加工のままでは小さくなっており、焼鈍温度の上昇に伴い
元の面間隔に復旧していく推移を確認できた。こうした結果は別に実施した引張試
験と圧縮試験の結果から推定されるフェライト部の残留応力変化と良く対応した。
高炭素鋼加工材の熱処理による強化メカニズムとして、これまで明らかではなかっ
た残留応力の変化の寄与を示すことができた。

図・表・数式 1
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溝ロールされたパーライト鋼の各種温度焼鈍材の回折ピークの変化。
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